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高さの比・１ 

 

 下の図において，四角形ＡＢＣＤは１辺の長さが１２㎝のひし形です。図のように，ひし形の内部のある

点Ｐをとって，三角形ＡＢＰとＣＢＰの面積を比べたところ，６：７になりました。辺ＢＰの延長線と辺Ａ

Ｃの交点をＱとするとき，ＱＤの長さは何㎝ですか。 
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高さの比・１ １
５

７
㎝ 

 

 図①において，三角形ＡＢＰとＣＢＰの面積の比は６：７で，底辺はどちらも１２㎝ですから， 

三角形ＡＢＰの高さＰＥと三角形ＣＢＰの高さＰＦの長さの比が６：７となります。 

 

   図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よって，図②において，点Ｑから辺ＢＡの延長線に垂直な線を引いたときの交点をＧ，辺ＢＣの延長線に

垂直な線を引いたときの交点をＨとすると，ＱＧとＱＨの長さの比も６：７です。 

 

   図② 
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 図③のように頂点Ａから辺ＢＣに垂直な線を引いたときの交点をＩとすると，○印と●印の角はそれぞれ

等しいので，直角三角形ＱＧＡとＡＩＢは６：７の相似になります。よって，辺ＡＱの長さは， 

ＡＢ×
６

７
＝１２×

６

７
＝１０

２

７
（㎝）です。 

 

   図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＱＤの長さは，１２－１０
２

７
＝１

５

７
（㎝）です。 
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